HS家族とサドベリーバレースクールの紹介番組から
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この間フジテレビで、北野武の司会、今の教育とは何かというような3時間番組が放送されました。その中でホームスクールといわゆるフリースクールが、ごく自然に肯定的に紹介されているのを久々に見ました。一つは京都の日吉町で自給自足の生活をしながらホームスクーリングでやっている家族（家族で「ザ・ファミリー」というバンドを組んでいる。一部では有名）、もう一つはこれまた一部では有名なアメリカのサドベリーバレースクール。数年前、ひめじの久貝さんたちがここの創始者ダニエル・グリンバーグさんを日本に招いて講演会を開催されています。『「超」学校』など本もたくさん出ています。
　京都の家族は、親も子も畑を耕し、薪を割り、食事を作り、音楽を楽しむ。家族みんなが働いて生活すべてが回るという暮らしぶり。お父さんは自分の受けた教育に疑問を感じ、子どもたちと相談して家でやっていくことにしたそうです。初めは近所の人にずいぶん心配されたそうですが、今13歳から18歳の3人の子どもたちは元気に明るく育ち、近所の人たちともごく自然に行き来しているそうです。お父さんの「生活がしっかりしていれば、学校行にかなくても大丈夫」という言葉は自信に満ちたものでした。

　一方、ボストン郊外にあるサドベリーバレースクール。広大な緑あふれる敷地にお屋敷のような家（ここからちょっと取材口調）。ここで4歳から19歳までの子ども180人が「放し飼い」されている。先生はおらず授業もなくクラスもない。ルールは5時間学校にいるということだけだそうだ。しかもここを卒業すれば高卒の資格がとれるという。ゲームばかりしている子、陶芸やピアノを習いたい子、サンドイッチをいっぱい作って校内で売る子など、自分たちがしたいことをどんどんやる。何かやりたいことができればスタッフにお願いすれば教えてくれる。同じことをやりたい子が集まればクラスもできる。また、それぞれの得意なこと、ギター、鳥の羽根集め、お絵かき、盆栽などを、興味のある子に教えたり教えられたりして、お互いに先生になったり生徒になったりする。卒業生の一人はみんなと話しているうちに自分が何が好きか、何がやりたいことかを見つけられたという。最後にダニエル・グリンバーグさんは、「よい先生とは辛抱強く、子どもたちの自主性を見守ることができる先生。よくない先生は自主性が芽生えるまで待てない先生」とにこやかに話していた。

　この学校の様子を見て、会員のMさんは「これ、ごしょごしょと同じやと思った」と言いました。そう、実は私もそう思ったんです。場所的にも人的にも取り巻く環境は比べものにならないほどちっぽけですが、かなり近いものはあるかなと。みんな得意なこと、大人にまで（むりやり?）教えてくれるし、教えてもらうし。こんなにほったらかしで好きなこと見つけてくれるのに、学校の教育ってなんでこんなに複雑でややこしくなってしまったのかと思います。今は人が生きていくのにいらない物が多すぎて大事なものが見えなくなっているんだろうなあとよく思います。あーだこーだと言いながらも、今までやってきたことは、まああんまりまちがってはいなかったということでしょうか。
